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背景

• 組織において、ソフトウェアプロセス改善

 
(SPI) を実施するために

 は、何をどんな順番で学べば/学ばせれば良いのか
• 組織の中で、自分が SPI に取り組む際に、現在の不足点や将来

 の能力形成を考えようとした場合、また自分の能力を説明しようと

 した場合、何を基準に考えれば良いのか
• こうした疑問に答える資料が世の中に見当たらない
• そこで、これらの課題を考えるための枠組みを考えようとする分科

 会が JASPIC で立ち上がった
• 掲げている看板は「知識体系の整理」だが、元の動機は妥当な教

 育体系の検討であり、念頭には置いている
• この分科会への参加を通して発表者が検討している過程を、 、ま

 だまだ途中ながら、同様の問題意識を持つ方々と共有したい



SPI に必要な知識は？

ブレークダウン：

• SPIの問題を解くのに必要な知識は？

• SPIの問題を理解するのに必要な知識は？

• SPIの問題を解いたことを知るのに必要な知
 識は？

• SPIの問題を見つけるのに必要な知識は？

• それらはどんな構造で関係しあっている？
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SPI 知識体系が持つべき構造の検討

• どの知識？
⇒

 
境界設定が必要

• 知識の構成軸は？
– レベル: 初級、中級、上級？

– ライフサイクル: 準備、実行、評価？

– ドメイン: 事務処理システム開発向け、組込みシ
 ステム開発向け？
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知識体系の例 (1)

*鈴木圭一氏による作表（同氏のご厚意で転写）
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知識体系の例 (2)

*鈴木圭一氏による作表（同氏のご厚意で転写）
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分科会で行なっていること

1. SPI 関連教育体系の調査

2. SPI 知識体系が持つべき構造の検討

3. SPI 知識体系があれば何に使いたいかの
 調査

発表者の
担当トピック

示唆
期待：

分野（開発、品質保証、管理、SPI 、etc ）の軸と
レベル（前提、基礎、応用、高度、etc）の軸で

整理できるかも

要求
進行中

初期目標：
範囲を見極める
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SPI とは何をすること？

• SPI とはプロセス上の問題を見つけて解決
 すること

– 「問題」には「今よりもっとよくできること」も含む

→ 「改善」

• SPI は問題解決の活動と捉えることができ
 る
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問題解決のステップ

問題を識別する

解法の候補を識別する

問題を分析する

解決策を適用する

解法を理解する

解法を選定する

候補解法を理解

 しているか？
YES

NO

これを予め研修等

 で
やっておきたいので

 あろう



問題を識別する

解法の候補を識別する

問題を分析する

解決策を適用する

解法を理解する

解法を選定する

候補解法を理解

 しているか？
YES

NO
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問題解決に必要なこと

これはこれで SPI とはまた

 別の基本的能力も必要

普通の「教育」で身

 につけるのはこれ

問題があることに気づける

問題が理解できる

解法の知識

問題への解法の適合性判断

実行力
・計画の作成
・解法の実行、組織の調整
・原因結果分析、etc.

解法を知っている
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ソフトウェアづくりのための知識体系

解法領域知識

問題領域知識

S/W エンジ

ニアリング

S/W 適用分野

問題があることに気づける

問題が理解できる

解法の知識

問題への解法の適合性判断

解法を知っている

・給与計算
・CDMA通信

・炊飯ジャー
…

・要求工学
・アーキテクチャ
設計

・設計パターン
…



解法領域知識

問題領域知識

S/W エンジ

ニアリング

S/W 適用分野
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ソフトウェアづくりのための知識体系

周辺領域知識

事業

経済

自組織

組織一般

システム

ハードウェア

：
：

SWEBOK
PMBOK

SQuBOK
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S/W プロセス改善のための知識体系

解法領域知識

問題領域知識

SP(I) エンジ

ニアリング

S/W づくり

周辺領域知識

事業

経済

自組織

組織一般

：
：

コミュニケーション?
ファシリテーション?

SPIBOK
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ということは…

• どうも広い知識が必要のようだ
– 「経験が求められる」←経験を知識に代えて捉えている？
– だがソフトウェアづくりに携わる者は適用分野（例：金融）の専

 門家とは限らない
– であればソフトウェアプロセス改善に携わる者はソフトウェア

 づくりの専門家でなくとも良い？

• 必要な知識の範囲は大まかには見えた（と思う）
• その中のどれをどの程度学ぶか、何が本質なのか？

– どれをどの程度: 仕事によって異なるだろう
– 何が本質か: こちらの問題が文字通り本質だろう

• これまで考えてきた方向性は間違っていないようだ

中身はこれから
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S/W プロセス改善のための知識体系

問題があることに気づける

問題が理解できる

解法の知識

問題への解法の適合性判断

解法を知っている

・S/W問題領域

知識
・S/W解放領域

知識
・S/Wづくり周

 辺
領域知識？

・S/Wプロセスモ

デル記述法？
・S/Wプロセス

分析法？
…

解法領域知識

問題領域知識

SP(I) エンジ

ニアリング

S/W づくり

？？

？？
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知識だけでは足りない

• 知識の体系が欲しい
• 解法だけでなく問題に対しても
• だが欲しいのは問題を解決する

 技能では？
• それには規則化できない感性も

 必要
• 問題を発見する能力も必要
• 言われなくてもやって欲しい
• これで初めて広義の能力

…だろうか？

?

SPI 能力

SPI 技能 SPI 熱意

SPI 知識 SPI 感性

SPI 問題領域知識SPI 解法領域知識
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S/W プロセス改善のための要素体系

問題があることに気づける

問題が理解できる

解法の知識

問題への解法の適合性判断

解法を知っている

解法領域知識

問題領域知識

SP(I) エンジ

ニアリング

S/W づくり

熱意？

感性？



SPI 能力

SPI 技能 SPI 熱意

SPI 知識 SPI 感性

SPI 問題領域知識SPI 解法領域知識
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余談：
 

知識の外

• 感性を教えることはできない

– が、感性の身につけ方は教えることができるか
 も知れない

– あるいは感性を身につける機会は提供できるか
 も知れない

例：
 

ワークショップ研修等での疑似体験

参考:
• 東芝の例-
http://www.jaspic.jp/event/2006/SpiJapan/proceedings/2b1.pdf

http://www.jaspic.jp/event/2006/SpiJapan/proceedings/2b1.pdf
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余談：
 

知識の外

• 熱意を教えることはできない
– が、仲間の熱意を感じ、自らの中に熱意を生じやす

 い環境は用意できるかも知れない
例: 合宿研修、勉強会、コミュニティ活動で等の刺激の

 伝播
参考:

• SRAの例-
http://www.jaspic.jp/event/2004/SepgJapan/proceedings/3A4.pdf
• 東芝の例-（上に同じ）
• いくつかのコミュニティの比較-
http://www.sra.co.jp/public/sra/technical/softprocess/spes200407 

01.pdf

http://www.jaspic.jp/event/2004/SepgJapan/proceedings/3A4.pdf
http://www.sra.co.jp/public/sra/technical/softprocess/spes20040701.pdf
http://www.sra.co.jp/public/sra/technical/softprocess/spes20040701.pdf
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知識も体系的知識だけで足りるのか？

知識

未整理知識

体系的知識

暗黙知

経験

• 教育で得られるのは体系的知識
• 経験の位置づけは？
• 経験だけでは知識が体系化され

 ない
• だが暗黙知は得られるかも
• これらも知識ではある
• 活用できるのは失敗経験の方だ

 と思うが…
• 経験とは何かは未整理

失敗経験成功経験

普通の「教育」で身

 につけるのはこれ

普通の「教育」

 では得にくい
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結び（感想）

• SPI 実施に必要な知識はソフトウェアづくりそのもの
 に対するものの上に、さらに

 
SP(I) エンジニアリング

 に対する知識を含む（当たり前だが納得できた）
– その上に感性と熱意があって初めて一人前の SPI 実践

 者となれる

• SP(I) エンジニアリングに必要な知識が何かは未検討

– だがその他に何が SPI に必要かは少し見えた

• 知識以外に関する検討副産物 ―感性と熱意に対す
 る所見― は別途掘り下げと活用の対象

• 現在、SPI の知識体系があったら何に使いたいかを
 記したシナリオの分析を進めており、これを要求とし
 てSPI に必要な知識を識別しようとしてる
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